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県 (Kabupatenln血a如 H血)マ ンダ郡 (Ke-
C… bnMandah)は,マラッカ海峡に面した




















テ' サ 人 口 面 積 サゴ面積
(1984) km2 ha
Khairamandah 3,570 208.73 450
Ⅰgal 4,696 213.26 316
BakauAceh 3,104 176.96 141
Belaras 5,048 367.38 375
Bente 1,977 117.98 625
PulauCawan 617 36.30 20
Peladuk 2,747 172.43 515
BatangTumu 2,492 145.20 420
Bekawan 4,278 41.00 0
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こう した感潮河川 の ひ とつ,マ ンダ













面 の 水 中 にた って い る｡ ス ンブ ア ン
(Sembuang)とい う中国系の人たちの集落で
ある (写真 1)｡ デサカイラマンダに属して
いて,全戸が商店である｡ ここで左折し,支
流に入る｡
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が組をつ くり,共同して 1本の水路を掘 り,
各人はその水路ぞいに間口何 ドゥパ (depa;
1ドゥパは約 1.7m)かの地片をえたのであ
る｡ こうした水路 も川から直角に幅 1m,深
さ1.5mで掘 られたが,ふつうは1km以上,
時に2km以上の長さにも達 した｡
掘削者 たちはふつ うは, ひと りで間口




















































































































































































































































































亘 f 四所 耐 :._;.I ..オ ランラウ ト地区
.I,:.q

















































































アグン (KayuAgung)-パ レンバ ンー シンガ
ポールー トレンガヌ (Trengganu)交易に従事
していた (図 1参照)｡ カエアグンはパ レン
バンの上流にある有名な土器生産地である｡








































































































































































































































の ものだ った｡ これでは ウダンテ ンゲ






























































































































































































































































































































水田面積 309haである｡ これと別に トウモ



























































































































































ラマ ンダのデサ長の先祖_は ミナ ンカバウ
(Minangkabau)である｡ 4代前にミナンカバ
ウの高地からシンガポールに転出し,その次
の代にはマンダに移住,以後マンダに住みつ
いている｡ 妻もマンダの生れだが,この家系
はリンガ島の出である｡ バンカ (Bangka)良
で売られた中国人の女の子とリンガの男が結
婚したのが,妻の4代前の先祖である｡ この
家系も2代前にはマンダに住みついている｡
ところで,このデサ長,いまはカイラマンダ
に住みついているが,子供たちが学齢期の間
はトゥンビラハンに移住していた｡教育のた
めが主目的であったが,貿易にも従事したと
いう｡同氏の話によると,この時の貿易はシ
ンガポールにも足を伸ばす,かなり国際的な
ものであったらしい｡
こうしてみてみると,漁村のブカワンル
アールはもちろんのこと,サゴ村のカイラマ
ンダにおいてすら人の動きは激しく,しかも
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外部からの人の移入があったようである｡私
たちがリアウムラユとは何かをみつけようと
して成功しなかったことの原因は,どうやら,
こうしたことと関係しているらしい｡
マンダの沿岸部にはいま激しく外来者の到
来がある｡ブギス,バンジャール,ジャワ,
それに中国人等々｡ 人々はそれをムラユ地区
への外来者の到来としてとらえている｡ それ
もごく最近おこりだした現象とみている｡し
かし,ひょっとしたら,この考えは間違いな
のかもしれない｡こうした外来者の到来は大
昔からあったのかもしれない｡もしそうだと
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すると,ムラユとは一体何なのかということ
になる｡
ここでムラユの本質論を議論するつもりは
さらさらない｡そんなことのできる知識をも
ち合わせていない｡ただ,今回の調査で極め
て強く感じたことは,熱帯多雨林では想像を
絶した激しい人の動きと環境の形成があると
いうことである｡世界史に登場する香料や南
海物産は,こういう舞台で産出されたのに違
いない｡折があったら,熱帯多雨林 ･ムラユ ･
南海物産 ･世界経済という関係を歴史的にみ
てみたい｡
